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人口の動き
(前月比〉

人口(男)34，139 + 28 
(女)37，077 + 41 
(計)71 ，216 + 69 

世 帯 数 21，302 + 28 
10月T日現在

車l'きτませんか……… (10/13 . 14 大村公園付近)

手をおtすτ急いで溜りましょう
森園泊児クラブ外17鈎児クラブ (2"'-'4歳児200人)ガ集まって開かれだ

鈎児受通安全実施訓練。婦人変通指導員(4人〉の指導で、

体育館で親子ゲームを楽しんだ、あと¥道路にでての実施訓練、

最後はあ白さんだちと楽しいお昼ごはんを食べましだ。

事故のないように¥しっかり変通ルールを守ってね。

毎月 1回発行 発行所/大村市役所宮(代)(53)4111 編集/広報公聴課 印刷 所/ 九州 凸版 刷



国国国民年金 轡司静

実り多き人生のために
いまや人生80年の時代。充実しだ

老後の生活は、健康な身体と確実な

経済設計があってこそ得うれるとい

うものです。

国民年金(公的年金〉は¥わだし

たちの老後の生活を保障し¥思わぬ

病気やケガで、障害者になったり¥生

言十を推持している人ガ亡くなっ疋と

き¥年金を支給して所得の保障をす

ることを目的としています。

だれのものでもない¥あなだだけ

の生活設計です。

これからの日々をより充実しだも

のにするだめに¥欠かすことができ

ないのが国民年金(公的年金〉です。
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サラリーマンの妻など第 3号被保険者

拠出年金

厚生年金・各種共済組合の加入者
に扶養されている配偶者

(第2号・第3号被保険者〉
厚生年金・共済組合から必要な
額だけ拠出金としてまとめて支
払われます。
したがって¥国民年金の保険料
を自ら納める必要はありません。

納
け
方
法

無拠出年金
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希
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る
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(
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意
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①
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に
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旬
歳
未
満
の
人

②
海
外
に
在
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て
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却
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未
満
の
日
本
人

③
お
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の
学
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受
給
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62.11市政だより おおむら

国
国

告白自由年@o同自由自年@o

包窃昌国年aがあります。

基礎年金には、
国
民
年
金

あ
広
だ
の
老
後
は

a

3

3

 

老
齢
基
礎
年
金
は
、
お
年
以
上
保

険
料
を
納
め
た
(
保
険
料
免
除
期
間

を
含
む
)
人
が
、
日
歳
に
達
し
た
と

き
に
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

受
給
資
格
期
聞

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

③
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け

た
期
間

③
任
意
加
入
で
き
る
人
が
加
入
し
な

か
っ
た
期
間
(
カ
ラ
期
間
)

④
昭
和
初
年
4
月
以
後
の
厚
生
年
金

(
船
員
保
険
)

・
共
済
組
合
の
被

保
険
者
期
間
ま
た
は
組
合
員
期
間

こ
れ
ら
を
合
計
し
て
、
原
則
と
し

て
お
年
以
上
の
期
間
が
必
要
で
す
。

加入可能年数

生 年 月日
加入可

生年 月日 加入五|
能年数 能年

昭2年4月1日まで 25年 10年4月l日 11 33年

3年4月1日 11 26年 11年4月1日 11 34年

4年4月1日 11 27年 12年4月l日 11 35年

5年4月1日 11 28年 13年4月l日 11 36年

6年4月l日1/ 29年 14年4月l日 11 37年

7年4月1日 11 30年 15年4月1日" 38年

8年4月1日 " 31年 16年4月l日" 39年

9年4月1日1/ 32年 16年4月2日以後 40年

(別表 1) 

3 
年

パ9
正

予

老齢基礎年金の計算式

(保険料納付月数)+ (保険料免除月数)Xす
626， 500円×

加入可能年数X12(別表-1) 

老齢基礎年金の年金額

年金額 626， 500円(月額52，208円)

注) 626，500というのは62年度価格です。

昭和63年 4月には、老齢基礎年金の

額は、昭和62年末ま での物価上昇率

で改定したものとなります。

aFf志、定の年金額fぽア

④昭和6年7月7巴生まれで¥保険料を納めなか

った期間がある人の場合
20歳

保険料納的

7 0年(120月)

720月十180月
年金額二 626，500円× 二 522，100円

360月
。老齢基礎年金の計算例(厚生年針。入期聞がある場合)

退職

他に60歳から65歳になるまで5年分の特別豆結の老齢¥

厚生年金ガ、 65歳から5年分の老齢厚生年金ガ受けら |

れます。 /

60同+264月
年金額二 626，500円× 二 422，900円

480月

。老齢基礎年金の計算例(国民年金の加入期間の場合)

①昭和8年6月生まれで¥加入可能年数 (32年〉
すべて保険料を納めだ人の年金額...626，500円

②昭和16年4月2日以降生まれで¥保険料をすべ

て納めだ人の金額・・…ー…一-一-一……・・626，500円
③昭和16年4月2日以降生まれで¥保険料を納め

なかっ疋期間がある人の場合
20歳

保険料納付

16年(1使用〉20年(240月〉

240月十192月
年金額 626，500円× 二 563，900円

480月

※年金額で 100円末満の端数ガでだときは50円
以上は 100円に切り上げ、50円未満は切り措

てます。

3 -



国民年金 ・

ち
レ
あ
の
事
放
に

局

留

3
a
g
Ea

国
民
年
金
加
入
中
に
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
や
、
加
歳
前
の
障
害
で
障

害
者
に
な
っ
た
場
合
(
却
歳
か
ら
)
、

支
給
さ
れ
ま
す
c

支
給
を
受
け
る
要
件

①
初
診
旦
別
に
加
入
期
間
の
%以
上

の
保
険
料
納
付
(
免
除
期
間
も
含

む
)
が
必
要
で
す
。

寝

室

口認
定
日
に
1
級
ま
た
は
2
級

の
障
害
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ

v
y
}
。

③
却
歳
前
の
け
が
や
病
気
に
よ
る
障

国-固

年金額 (昭和62年度価格)

1級障害…783，100円

2級障害…626，500円

また、障害基礎年金の受給者によって、生計を推持されて

いる子 (1誠 未 満か20歳未満の障害者)があるときには、

次の額が加算されます。

加算対象の子

3人目以降

( 1人につき )

加算対象の子

1人目・2人目

( 1人につき )

害
者
に
対
し
て
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

ぬ
昭
和
九
年
4
月
l
目
前
に
初
診
日

が
あ
る
場
合
は
、
特
例
と
し
て
初

診
目
前
の

1
年
間
に
保
険
料
滞
納

期
聞
が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
障
害
者
認
定
と
は
、
病
気
や
ケ

方
に
よ
り
、
初
め
て
診
療
を
受

け
た
日
か
ら
1
年
6
ヵ
月
を
経

過
し
た
日
、
ま
た
は
l
年
6
か

月
を
ま
た
な
い
で
も
症
状
が
固

定
し
た
と
き
は
そ
の
日
、

の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

残
さ
れ
だ
妻
。
子

C

メ」簿
}
援
昌
一直

一一年
十
ja

国
民
年
金
の
被
保
険
者
中
の
死
亡
、

ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資

格
期
間
(
原
則
と
し
て
お
年
)
を
満

た
す
人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の

人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は
子
(
日
歳

未
満
か
初
歳
未
満
の
障
害
者
)
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

支
給
を
受
け
る
要
件

①
被
保
険
者
期
間
の

K
以
上
の
保
険

料
納
付
済
期
間
(
保
険
料
免
除
期

間
も
含
む
)
が
必
要
で
す
。

②
死
亡
し
た
ご
主
人
が
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
る
資
格
期
間

(原

則
と
し
て
お
年
)
が
あ
る
こ
と
。

③
昭
和
九
年

4
月

1
日
前
に
死
亡
し

た
場
合
は
、
死
亡
目
前

1
年
間
に

保
険
料
滞
納
期
間
が
な
け
れ
ば
受

給
で
き
ま
す
。

年金額 (昭和62年度価格)

子のある妻に支給される年金額 子のみの場合に支給きれる年金額

子の数 i 年 金額 年金額

l人のとき ! 814，400円 l人のとき 626，500円

2人のとき 1，002，300円 2人のとき 814，400円

3人のとき 1，065，000円 3人のと き 877，100円

4人以 上
3人のときの額に l人

4人以上
3人のときの額に l人

につき62.700円を加算 につき62，700円を加算

4
 

第
一
号
被
保
険
者
に
は

独
自
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

付

加

年

金

定
額
の
保
険
料
に
月
額
4
0
0
円

の
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、

1
か
月
当
り
2
0
0
円
で
計
算
し
た

額
が
可
算
き
れ
ま
す
。

な
お
、
昭
和
日
年
3
月
ま
で
に
付

加
保
険
料
を
納
め
た
期
聞
が
あ
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
き
ん
な
ど
も
納
め

た
分
は
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
き
れ

ま
す
。寡

婦

年

金

第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
の
加
入

期
聞
の
っ
ち
保
険
料
納
付
済
期
間
と

保
険
料
免
除
期
間
を
合
算
し
て
お
年

以
上
あ
る
夫
が
老
齢
基
礎
年
金
な
ど

を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
場
合
に

ω歳

か
ら
臼
歳
ま
で
の
聞
に
妻
に
寡
婦
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
は
、
夫
が
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
は
ず
の
老
齢
基
礎
年
金
額
の

4
分
の
3
で
す
。

死

亡

一

時

金

第

1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
除
料

を
3
年
以
上
納
め
た
人
が
老
齢
基
礎

年
金
、
障
害
基
礎
年
金
の
い
ず
れ
も

受
け
な
い

で
死
亡
し
、
そ
の
遺
族
が

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
(
叩
万
円

i
m万
円
)
に
支
給
き

れ
ま
す
。
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昭
和
日
年
4
月
1
日
か
ら
、
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
第
3
号
被

保
険
者
と
し
て
強
制
加
入
と
な
り
ま

し
た
。
保
険
料
は
、

ご
主
人
の
加
入

し
て

い
る
厚
生

・
共
済
年
金
制
度
全

体
と
し
て
負
担
し
ま
す
。

園

国

国
民
年
金

ライフスタイルど生涯設計)/~よって変わ否
女性の年金加入

ラ イフサイクル 力日 入 グ〉 資 格 保 F食 料

日身Etミh芋こ
サラ リーウーマン

厚生年金などに加入しながら
第2号

厚生年金などの保険料
自動的に国民年金にも加入 給料から天引き

家事手伝い 国民年金に強制加入 第l号
国民年金の保険料
信]55IJに車内イ寸

自営業者と結婚 " 第l号 " 
妻 サラリーマンと結婚 " 第3号

国民年金の保険料
納めなくてよい

会社に勤めたら
厚生年金や共済年金に加入しな

第3号→第 2号
厚生年金や共済年金の

がら自動的に国民年金にも加入 保険料・給料から天『引き
グ〉

自営業をはじめたら 国民年金に強制加入 第3号→第 l号
国民年金の保険料
償問Ijに車内イ寸

時
サラリ ーマンと離婚 " 第3号→第 l号 11 

夫が定年退職したら " 第3号→第l号 11 

代 サラリーマンの夫と死別 " 第3号→第1号 11 

会社をやめた ら " 第2号→第 3号
国民年金の保険料
車内めなくてよい

※自分の年金を守るために、人生の節目節 目にはきめ細かな届出を行ってください

。 届出に必要な書類(印鑑、年金手帳、健康保険証、配偶者の年金手帳、離職証明証など)

。 届け出先 市役所市民課窓口

加
入
者
・
受
給
者
の
声

夢
の
あ
る
年
金
制
度
を

んき」子理盲六木r
、

jt

、4
4

今
ま
で
勤
め
て
い
ま
し
た
の
で
会

社
か
ら
知
ら
ず
知
ら
ず
に
天
引
き
れ

て
い
た
保
険
料
が
、
今
度
は
国
民
年

金
に
加
入
し
自
分
で
毎
月
支
払
、
つ
よ

う
に
な
リ
ま
し
た
。
決
し
て
安
い
と

は
言
え
な
い
金
額
な
の
で
「
大
変
だ

な
あ

l
。
」

と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
先
の

こ
と
で

実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
の
老

後
の
保
障
と
し
て
、
少
し
で
も
安
定

し
た
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
反
面
、
果
た

し
て
そ
れ
だ
け
の
保
障
が
出
来
る
も

の
な
の
か
:
:
:。
と
少
々
不
安
も
あ

り
ま
す
。

国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
不
安
の
な

い
、
将
来
に
希
望
が
も
て
る
よ
う
な
、

夢
の
あ
る
年
金
制
度
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
芯
老
後
の
た
め
に

"， 馨きん尾

必

L

福

'ι1pe 

私
は
昭
和
町
年
3
月
か
ら
年
金
を

受
け
る
よ
う
に
な
り
、
受
給
日
を
楽

し
み
に
し
て
お
リ
ま
す
。

勤
め
の
人
と
違
い
若
い
頃
か
ら
農

業
を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
収
入
の

無
い
月
な
ど
年
金
を
納
め
る
の
が
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
「
本
当
に
か
け
て
い
て
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。

若
い
人
は
年
金
に
対
す
る
関
心
も

薄
い
よ
う
で
す
が
誰
に
で
も
訪
れ
る

老
後
に
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
豊
か

な
老
後
の
た
め
に
、
こ
つ
こ
つ
努
力

を
始
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
私
と
同
じ
日
が
訪
れ
る
の

で
す
か
ら
・・・・
・・
。

Fh
u
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ご
利
用
く
だ
さ
い
/

大
村
市
中
小
企
業

災
害
対
策
緊
急
成
資
資
金

融
資
要
件

②
貸
付
利
率

年
日
%

①
市
内
に
居
住
し
、
か

っ

、

市

内

⑨

量
付
期
間

お
か
月
以
内

で
商
工
業
を
営
む
中
小
企
業
者
。

(
う
ち
据
置
3
か
月
)

②
施
設
等
の
被
害
を
受
け
た
人
、

雀

国
還
方
法

分
割
返
済

ま
た
は
、
災
害
以
降
、
売

上

高

が

⑤

保
証
人

2
人

減
少
し
、
今

後

も

著

し

い

打

撃

を

⑥
担
保

必
要
に
応
じ
要

受
け
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
中
小
企

受
付
期
間

口
月
2
日
よ
り
(
融
資

業
者
で
あ
る
こ
と
を
、
大
村
商
工
枠
に
達
し
た
ら
、
受
付
を
締
め
切

会
議
所
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
人
。

り
ま
す
。
)

髄

資

の

条

件

申

し

込

み

・

問

い

合

わ

せ

①
融
資
限
度
額

2
0
0
万

円

大

村
商
工
会
議
所

(@
4
2
2
2
)

貸
付
機
関

各
金
融
機
関

長
崎
県
特
定
地
域
振
興
対
策
資
金

融
資
要
件

県
内
で
最
近
1
年

以

上

万

円

以

内

)

事
業
を
継
続
し
、
か
っ
県
税
を
完
納
⑨
賛
付
利
率

年

U
%

し
て
い
る
中
小
企
業
者
で
8
月

初

、

命

活
頁
付
期
間

〔設
備
資
金
〕
7
年

泊
日
に
か
け
て
の
台
風
ロ
号
の
被
害
以
内
(
う
ち
据
置
1
年
6
か
月
以

に
よ
り
経
営
の
安
定
に
支
障
を
生
じ
内
)

て
い
る
人
。

〔

運
転
資
金
〕

5
年
以
内
(
う
ち

趣
資
の
条
件

据
置
1
年
以
内
)

①
資
金
使
途

⑤
信
用
保
証

原
則
と
し
て
信
用
保

設
備
資
金

設
備
の
復
旧
に
必
要
証
協
会
の
保
証
付
と
す
る
。

な

資

金

⑥

)

保
証
料
率

M
%

(
う
ち
一
一
%
は

運
転
資
金

経
営
の
安
定
に
必
要
県
補
給
)

な
資
金
(
原
則
と
し
て
商
品
、

⑦
申
込
締
切
日
月
初
日

原
材
料
等
の
補
填
に
要
す

る

費

⑧

添
付
書
類

①
市
町
村
等
の
り
災

用
に
限
る

。

)

証

明
書
②
県
税
の
納
付
証
明
書
③

②
融
資
限
度
額

一
企
業
当
り
3
千
そ
の
他
取
扱
金
融
機
関
等
の
定
め

万
円
(
但
し
運
転
資
金
は
、

1
千

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

⑨
取
扱
金
融
機
関

機
関

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
経
営
指
導

課

(
宮
長
崎
@
1
1
1
1
)

大
利
子
補
給
に
つ
い
て

前
記
の
借

入
者
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
中
小
企
業
者
は
市
の
利
子

補
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
事
業
用
建
物
等
の
延
面
積
の
ぬ

%
以
上
が
損
壊

②
事
業
用
建
物
等
の
延
面
積
の
印

%
以
上
が
1
m
以
上
浸
水

①
被
害
額
が
総
収
入
の
却
%
以
上

利
子
補
給
対
象
限
度
額

-
千
万
円
(
運
転
資
金
は
5
0
0

万
円
)

補
給
期
間

3
年
間

補
給
率

ロ
%

問
い
合
わ
せ

市
内
指
定
金
融

市
商
工
観
光
課

農
林
水
産
被
害

大
村
市
単
独

低
利
融
融
資

融
資
条
件

①
限
度
額

1
0
0
万
円

⑨
資
付
利
率

3
%

③
保
証
人

2
名

⑨
福
還
方
法

分
割
ま
た
は
一
括

払
し

問
い
合
わ
せ

大
村
市
農
協
、
松
原

農
協
、
市
農
林
水
産
課
ま
で

款の農作業賃金が
決まりましだ。

(単位 :円)

日見 オlピz孔 手作業 (稲刈) 機械 稲刈

ハーベスター 1日当たり (食事なし ) 10a当た り(食事なし)

l怯当たり'3'l<， 女 パインター|コンパイン

330 3，800 7，500 I 10，000 

もみす 1)
みか ん 採 取 人参掘 り取り

1日当たり (食事なし) 1日当たり (食事なし )

li表当た 1)lW<g 女 男 女

550 3，600 4，000 I 3，QOO 

ご協力ください。)- 6 -

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会

バ
イ
ン
ダ
ー
、
コ
ン
バ
イ

ン
に
よ
る
稲
刈
な
ど
は
結
束

紐
を
含
み
、
ほ
場
な
ど
の
条

件
に
よ
り
加
%
以
内
で
賃
金

増
減
が
で
き
ま
す
。

但
し
、
も
み
す
り
賃
金
に

つ
い
て
は
、
も
み
す
り
組
合

の
決
定
に
よ
り
ま
す
。

ゆめづくり (工事中ご述惑をおかけし ますが、

T

長
長
紘一一回

一一
一
様

文
化
財
の
一
例

。
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
や
イ
チ
イ
ガ
シ

天
然
林
の
天
然
記
念
物

。
旧
円
融
寺
庭
園
の
名
勝

。
大
村
家
墓
碑
群
の
有
形
文
化
財

。
今
富
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

・
御
成
門

・
お
船
蔵
跡
の
史
跡
な
ど
国
や
県

の
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他
ま
だ
多
く
の
史
跡
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

昭
和
白
年
度
、
教
育

・
文
化
週
間

の
一
っ
と
し
て
、
広
く
皆
さ
ん
へ
、

文
化
財
愛
護
の
心
を
高
め
て
も
ら
う

た
め
に
、
こ
の
週
間
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

大
村
市
に
は
古
い
時
代
か
ら
先
祖

が
残
し
て
く
れ
た
国
民
的
財
産
が
多

く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
を
私
た
ち
は
災
害
か
ら
守

り
、
後
世
へ
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

きれいな町の※下水道
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だーパ 19番
番の日」を設定日竹月9日

住
民
生
活
の
よ

り
一
層
の
安
全
確

保
を
図
る
た
め
、

自
治
体
消
防
発
足

ω周
年
を
機
に
、

住
民
と
消
防
と
の

意
思
疎
通

・
相
互

交
流
の
場
と
し
て

「
一
一
九
番
の
日
」
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、
国
民
の
消
防
に
対
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
住
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
に
資
す
る
目
的
で

設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

火
事
の
知
ら
せ
方

「早
い
通
報
、
少
な
い
損
害
」
火

事
を
大
き
く
す
る
か
、
小
さ
く
お
さ

め
る
か
は
、
皆
さ
ん
の
通
報
が
早
い

か
遅
い
か
で
大
体
決
ま
り
ま
す
。

火
事
に
な
っ
た
、
ま
た
は
発
見
し

た
と
き
は
、
ま
ず
家
の
人
や
近
所
に

大
声
で
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
次
の

方
法
で
消
防
署
へ
知
ら
せ
、ま
し
ょ
う
。

例
:
:
:
「

二

九
番
、
大
村
消
防
署

で
す
」
と
相
手
が
出
た
ら
「
0
0町

0
0番
地
O
O小
学
校
の
北
側
の
住

①火*で-j'o (牧~，です)

CVn)I;Jrは !亙 1111"一!日

J昨 rJの です。

③ IJ I~‘ は です。

@ が燃え C丸、ます。

(がJ人 ・けが人がいま j-0) 

①"'U ;~li /件，;1;1. の 併で九

官官 9番のメモ

宅
が
火
事
で
す
。
己
と
い
う
よ
う
に
、

所
・
番
地
・
目
標
・
な
に
が
燃
え
て

い
る
か
を
落
ち
つ
い
て
、
正
確
に
つ

た
え
ま
す
。

と
か
く
あ
わ
て
が
ち
で
す
か
ら
、

自
宅
の
住
所
を
少
き
な
メ
モ
に
し
て

亙
話
機
の
前
に
は
っ

て
お
く
と
便
利

で
す
。

二
九
番
は
緊
急
電
話
で
す
。

火
災
の
問
い
合
わ
せ
は
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ

ス

(
宮
@
1
1
9
0
)

へ

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

市
立
病
院

消
t

防

翻
/ト線

入
院
串
主
旬
の
避
難

・
誘
導
を
目
的

と
し
た
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

火
災
報
知
機
の
ベ
ル
や
、
非
常
放

送
が
あ
り
ま
す
が
、
訓
練
の
為
の
も

の
で
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
き
い
。

日
時
日
月
お
日
同
午
後
2
時

市
立
病
院
am内
ヘ

nス
霧
り
λ
n

通
院
串
草
hn
や
見
舞
者
な
ど
の
、
交

通
不
便
解
消
策
と
し
て
、

9
月
お
日

よ
り
県
営
パ
ス
の
正
面
玄
関
横
へ

の

乗
り
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

‘司

凶

-F-

地ぺ
刊

r

γ

氏

d
間持

円、

三

t
h

県営パス通過予定時刻表 (市立病院)

上り

市立病院発時安IJ 行 先

どL 911 パスターミナル、諏訪、士反口

どL 1 0 5 1 ノミスタ ミナル、諏訪 、坂口

ム 1 1 2 1 後木場

ム 1 1 4 1 パスターミナル、諏訪、坂口

ム 1 3 4 6 後木場

1 4 3 7 東厚生町

1 4 4 1 後木場

どL 1 4 5 6 後木場

1 6 3 2 東厚生町

パスターミナル通過時刻 市2l..病 院到着時刻 行 先

ζ斗 8 2 4 ム 8 3 4 試験場前

ム 8 5 4 どL 9 0 4 " " 
ム 9 54 ム 1 0 0 4 " " 
ム 1 0 2 4 ム 1 0 3 4 " " 

1 1 o 4 1 1 1 4 長崎空港

ム 1 1 2 4 ム 1 1 3 4 試験場 前

どL 1 1 4 9 ム 1 1 5 9 " " 
日 1 2 1 4 日 1 2 2 4 " " 

1 3 0 4 1 3 1 4 長崎空港

1 3 3 9 1 3 4 9 試験場前

日 1 4 4 9 日 1 4 5 9 11 

" 

(諏訪保育園内、

下

日、祝日 運休 日・ー・・ 日、祝日のみ運行

月曜日~土曜日、午前10時~午後 5時)

ど3・

自
缶
詰
哩
鶴
岡
ゆ
告
の
発
見
に
ご
協
力
を

竹
月
は
指
名
手
配
被
疑
者
の
捜
査
強
調
月
間

現
在
、
全
国
で
殺
人
や
強
盗
、
窃

盗
な
ど
の
罪
で
指
名
手
配
さ
れ
て
い

る
犯
人
は
、
約
4
3
0
0
人
(
う
ち

県
内
か
ら
手
配
き
れ
て
い
る
の
は
約

同
人
)
で
、
極
左
暴
力
集
団
の
指
名

手
配
犯
人
の
多
く
が
、
テ

ロ
、
ゲ
リ

ラ
な
ど
の
凶
悪
事
件
を
引
き
起
干
」
し

て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
を
見
た
り
、
聞

い
た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
1
1
0

番
、
そ
の
他
の
方
法
で
警
察
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

O
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
新
聞
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
見
た
犯
人
に
つ
い
て

知
っ
て
い
る
と
か
、
犯
人
に
よ
く

似
た
人
を
見
た
と
き
。

O
犯
人
が
立
ち
回
っ
た
と
き

O
犯
人
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
と
き

O
近
所
や
職
場
で
「
ど
う
も
お
か
し

い
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
人
が
い

づ
令
、
と
き
ど
。

通
報
さ
れ
た
人
に
は
、
絶
対
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
村
警
察
署
(
宮
⑮
3
1
2
6
)

-7一※子育て電話相談室2⑮4070



企多良山系の観光資源の発掘を

(1%五家原岳山頂)
長崎県と佐賀県の多良山系にある3市・ 6町

による¥第2回多良岳サミットガ開催され¥野

岳湖周辺の整備、環状道路の推進などについて
協議されましだ。

赤

い

羽

根

が

到

着

(
吹

長
崎
空
港
)

全
日
空
機
で
、
赤
い
羽
根
空
の
第
?
便
ガ
到
着
。

長
崎
空
港
で
伝
達
式
、
ガ
行
わ
れ

¥
2名
の
ス
チ
ュ

ワ
ー
デ
ス
よ
り
、
松
本
市
長
と
田
中
一
郎
社
会
福
祉

協
議
会
長
巳
¥
赤
い
羽
根
、
ガ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

4
司

主ミ

ト嘗竃ZV??'
E 重曹 、手， 軍ぷ一息S手口ご l""' -~

4‘さわやかな汗を流しましだ
10月刊日体育の日にちなみ、第オ固健康フェ

スティパルを市営陸上競技場(写真〉で開催。参
加者は¥親子ゲーム・輸なげなど、楽しい汗を
流しまし定。

ま芝、市内代表チムガ集まり、第23口市民
球技大会ガ、野球場、体育館などで行われ、熱
戦ガ展開されましだ。
成績は次のとおり

ソフト(男〉ー・①大川田②小路口③松並2丁目、
昭和通

バレーボール〈女)...⑦木場②下久原③北川内、
立福寺

企長崎女性フォーラム， 87・ィン大村

(労6市民会館)
男女共同参加型社会の形成をめざそうと、市

内で初めて“女性フォーラム， 87"が開かれま

しだ。 参加者は約1000人。パネリストに¥松本

市長、 「月光の里」の小松初子さんらが出席。

女性の自立、男性の目立についての主張および

討論などが行われましだ。

ど
う
l
、
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
う
|

(
%
体
育
館
)

小
学

1
年

1
中
学

3
年
ま
で
¥
印
人
ガ
参
加

し
て
、
新
体
操
教
室
発
表
会
、
ガ
行
わ
れ
ま
し
だ
。

子
供
芝
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
、

参
加
者
も
¥
子
供
の
成
長
に
満
足
そ
う
で
し
だ

0

4
 

相、
ダノ

Aワ一、でてきだ一、 (1%原町付近)

体験学習の一環として、一緒に汗を流し¥

土に親しもうと、片町保育園の年長組40人ガ、
いも掘りを楽しみましだ。

初めて俸験する園児が多く¥いもが顔をの

ぞかせるたびlこ¥歓声があがっていました。

8 ( 11 月 21 日 (士)、午後 1 時~3 時、福祉センター)※耳とことばの相談日



ふくしとE
健康 E

老人の医療受給者証と
健康手帳を更新します。

市政だより おおむ6

市
歳
以
上
の
お

年
寄
り
(
ね
た
き

り
の
人
は
臼
歳
以

上
)
を
対
象
に
行

い
ま
す
。

今
回
は
特
に
、

有
効
期
間
に
関
係

な
く
、
医
療
受
給

者
証
を
お
持
ち
の

人
は
、
全
員
更
新

が
必
要
で
す
。

※
た
だ
し
、
有
効

期
間
が
昭
和
白

年
日
月
初
日
ま

で
の
人
は
更
新

の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

持
っ
て
く
る
も
の

o
印
鑑

O
現
在

使
用
中
の
受
給
者
証

O
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
証

O
原
爆
手
帳
や

身
体
障
害
者
手
帳

時
間

午
前
9
時
泊
分
1
午
後
4
時

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

表

更新 臼 15i- 場 地i 区

11月17日(火) 市役所 大村地区

11月18日ヤド) 西大村出張所
西大村地区

(中地区公民館)

11月19日(木) 竹松出張所 竹松地区

宣瀬 出張所 宣j頼地区

11月20日制 松原出張所 松原地区

福重出張所 福重地区

11月24日(刈
鈴田出張所 鈴 田地区

二浦出張所 ニ浦地区

程日新更
(
理
容
)
に
勤
務
、
現
在
8
年
目
。

聴
覚
障
害
と
い
う

一
般
と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
困
難
な
中
で
二

つ
一
つ
の
仕
事
に
心
を
込
め
て
、
人

と
人
と
の
和
を
大
切
に
」
を
モ

ッ
ト

ー
に
持
ち
前
の
明
る
き
と
笑
顔
で
、

頑
張

っ
て
い
る
。
現
在
は
、
カ

ッ
ト

か
ら
仕
上
げ
ま
で
出
来
る
よ
、
つ
に
な

り
、
お
客
か
ら
の
信
望
も
厚
い
。

ま
た
、
最
近
か
わ
い
い
子
供
き
ん

に
恵
ま
れ
て
幸
せ
一
杯
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん

老
人
保
険
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
村
市
で
は
、
健
康
診
査
、
健
康

教
育
、
健
康
相
談
お
よ
び
訪
問
指
導

な
ど
の
各
種
保
健
事
業
を
実
施
し
、

皆
さ
ん
の
健
康
保
持
や
病
気
予
防
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
、
事
業
の
一
環
と
し
て
老
人

医
療
受
給
者
の
皆
き
ん
が
、
病
気
や

け
が
の
た
め
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

さ
れ
た
、
昭
和
白
年
6
月
分
の
医
療

費
の
額
な
ど
を
、
日
月
上
旬
ま
で
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
健
康
の
大
切

参
加
し
哲
也
が
か

働
<親
の
だ
め
の
教
室

j
c
F
F

一九

)

働
き
な
が
ら
子
育
て
に
奮
闘
し
て

糊

い
る
お
母
さ
ん

・
お
父
さ
ん
の
た
め

池

に
開
催
し
ま
す
。
子
育
て
に

つ
い
て

翻

ま
た
、
働
く
親
自
身
の
こ
と
に
つ
い

て
、
じ

っ
く
り
み
つ
め
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

期
間

口
月
日
日
i
U
月
日
日
(
金

曜
日
)
計
6
回
午
後
7
時
1
9
時

場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
講
料

無
料

受
付
締
切

日
月
9
日
開

定
員

初
人

申
込
方
法

電
話
で
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
へ
(
宮
@
3
1
6
1
)

さ
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
、
健
康
管

理
の
必
要
性
を
よ
り
一

層
自
覚
し
て

い
た
だ
き
、
家
庭
や
地
域
で
も
健
康

づ
く
り
の
立
甲
山
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で、

皆
さ
ん
の
必
要
な
受
診
を
抑
制
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
こ
・と
は
個
人
の
秘
密

に
属
す
る
も
の
で
す
の
で
、
そ
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
す
と
と

も
に
、
親
展
文
書
で
医
療
受
給
者
あ

て
郵
送
し
ま
す
。
(
福
祉
課
福
祉
係
)

働〈親のための教室(内容)

l回目 11月13日 健康、栄養面からの料理 山口貞子

2回目 20日 11 11 11 

3回目 27日 子育て(健特過な成長を願ってj 黒岩近

4回目 12月4日
クリス 7 ス、お正月を

山口員子演出する料理

5回目 11日 H 11 11 

6回目 18日 成人病 ・婦人病の予防福福田産婦律人三科
|について 回

…
優
良
障
害
者
を
表
彰

噺

-W
一:向
日
冒

妥

1
た

歳

。

匝
園
町
頃
叫
E
司

一-
、

し

幻

鰍
聞
脳
個
門

a
i
ji--J-

一一

川

開・F凶ヤ
可

'
一日

九
日
約
立
草

輔

掴
掴
圏

'

--7
れ
向

付

一

蝋
蒋
中
型
講

!
f知

ぉ
尾

糊
仁一乙
ど
れu-E・
県

伊
松

戸
市

9
月
口
日
、
第
日
回
長
崎
県
障
害

輔
者
雇
用
促
進
大
会
が
長
崎
市
で
聞
か

帰
れ
、
松
尾
一
章
き
ん
(
杭
出
津
3
丁

朝
日
)
が
県
知
事
賞
を
受
賞
。
松
尾
さ

持
ん
は
、
カ

ッ
ト
サ
ロ
ン
・
ラ
ッ
キ
ー

市民映画祭・角館町拘産展
姉妹都市親善協会

。市民映画祭 (角館町口ケ〉
・武田鉄矢主演「思えば遠くヘ来だもんだ‘」
11月3日(祭)午前何時から午後8時連続上映
八木館 入場無料

後援 大村市・大村市教育委員会 -八木館 ・
長崎新聞社・西日本新聞社

。 みちのく小京都秋田角館町物産展
11月2日------8日まで対す浜屋6階特設会場

いつでも受け付けます。)(慈恵荘内、合⑮ 9658

ふるさと競演

第3団長崎県民俗芸能大会
日時昭和62年11月15日旧)
会場佐世保市民会館
出演種目 大村の沖田踊(大村市〉・中里町獅子浮

立(長崎市〉木場浮立(佐世保市〉ほか

入場料 無料

主催 長崎県教育委員会
問い合わせ 長崎県教育庁文化課

長崎@11 1 1内線3384

※ボケ老人介護相談電話室9 -



地
属
社
会
と
ポ
ラ
ン
テ
ィ
戸

近
所
の
子
供
た
ち
に

l1j 

，影
絵
・
を
主
演

ご
〈
宵
品
岨
的

1
Mて
あ
勺
た
K
F

さ
ん
は
、
あ
る
豆
、

5
訟
の
拙
と
と

む
に
サ
マ
・
ス
ク
ル
に
参
加
し

そ
こ
で
臨
絵
の
剛
氏
門
主
し
ま
し
た
、

娘
き
ん
向
誕
生
日
に
近
附
町
友
達

全
議
っ
て

釘
視
い
の
会
を
聞
き
ま

し
れ，
も
そ
の
時

サ

マ

l

ス
ク
ー

ル
で
作
っ
た
彬
位

φ
E繍
し
ま
し
九

F
供
た
ら
は

「
わ
あ
‘
テ
レ
ビ
み

た
い
』
》
手
を
た
た
い
て
作
ん
で
〈

れ
ま
し
た
白
子
供
た
ち
町
『
ま
た
日
比

せ
て
ね
」
と
い
っ
向
に
閉
ま
さ
れ
て

影
鈴
，
く
り
と

i
型
岳“
HE
thf、

い
つ
内
聞
に
か
彬
位
向
却
化
げ
も

上

演

も

小
学
生
た
ち
自
身
の
乎
で

で
き
る
主
ヲ
に
な
リ
ま
し
た
、
観
客

日
前
高
町
幼
児
た
ち
、
作
童
場
と
J

漬
喝
は
い
つ
も
K
下
さ
ん
毛
円
台

所
兼
肘
間
的

6
位
向
聞
で

L
q

ーl.~ 
自
宅
巳
建
て
た
ミ
二
児
童
館

脚
本
き
が
し
の
た
め
に
且
京
凶

一
円
古
本
集
め
を
し
て
い
る
ヲ
ち
に

児
童
士
庫
む
誕
生
し
ま
し
f
、

6
年

後
に
は

EJず
さ
ん
の
家
内
陸
に
ミ

ニ
児
麗
館
が
也
て
ら
れ
ま
し
た
可
そ

れ
か
ら

5
年
誕
生
ム
志
向
姑
ま
り
カ

ら
監
え
て

日
年
た
ち

ま

し

た

証

捻Epas

寝

休
み
キ
ャ
ノ
プ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
む

盛
大
に
行
わ
れ
る
主
ワ
に
な
り
ま
し

れ'旬、
現
住
で
は
大
人
が
見
守
リ

f
供
主
主
性
と
な
っ
て
運
営
す
る
、
ミ

ニ
肥
燃
酷
と
し
て
A

宅
巾
に
知
ら
れ
る

4
ヲ
に
な
リ
ま

L
P宅

白

'.' ''>' 
，.; . ， 

.. 

が
開
き
治

-s
f供
ゐ
雨
梓

r伐
に
さ

せ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
.
訟
が

他
的

f
供
た
ち
に
自
が
い
〈
主
ヲ
に

念

リ

わ

が

f
は
伸
び
伸
び
と
生
面

す
る
占
ヲ
に
な
り
ま
し
た

わ
が

f
だ
け
し
か

U
に
入
均
三
い

よ
い
親
離
れ
と
よ
い
子
離
れ

最
初

5
、
6
人
カ
ら
拍
め
た
こ
町

活
動
J
U

今
で
は
百
人
を
抱
え
る
ほ

ど
に
な
リ
ま
し
た
ー

制

Lrω
お
歩
島
も
⑭

区l
1じ
野手

敏E耕Sマ
明言問1ha宮め
〕餓給

〈) 本

ん

2
2富
町
〕

⑩ 

i!Jb.， ¥笠i
帝 置 て勺んがが且 bり0'沖

苧.助‘ て な来本い 町 {玄
~ み〈がたに出佐 t
4昏)>--. )んLれ「ら l 1を-本た
口 』玄 tなvま 2まt 、で s企 1子予r.、宇弘苔

.:: ~巳すあす( i.己二マ千h品4 

奇絞;fむI:t ll : i ; ? i 
哩 ない が ねせ . 的手

11手44毛主主i7 Jie し と ささ
主 主 〈冒みんん

Eドり すT勺敏本
~ し在位......:: f.二時l;c
む た本界 と !っ
畳いをに さ ~ (
認 で円 ばり
函 す でつ は <f.:. 
E章 、し くはい
~;: いか町、で

箱 つな子 j;す
まい 供父 4
で?乎に さ
むづ且ん
ブピ 《 せに
切リ ま主

k 

先
場

内

4

登

〉
く

湖

b

e

侭

)

/

崎
一
じ二
y
h
'

室
司恒
J
'ア

場馬

状
控
で
は
、
よ
い
綾
子
関
係
会
主
〈

こ
と
が
艦
砲
し
い
よ
う
で
す
a

家
庭
を

同
位
し
て
他
人
向
子
供
に
d
J
H配

リ
が
で
き
る

4
ヲ
に
な
る
と
句
よ
い

，
繊
維
札
~
子
機
れ
"
が
行
わ
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
a

(珪
)チ
V
7
症
と
H
降
、
平
人
由
憲
芯

に
直
し
て
あ
る
椅
置
の
ふ
る
え
由
ょ

う
忽
動
き
ガ
、
5
6
山
悔
や
曲
面
円
。ど
巳

録
り
返
し
起
き
る
弱
気

木
谷

宜
弘

⑩ 

r定~1曾7;tーピス
ポラ二ノ:ティアグループ

同世間

こん亀ヲルーフ
知ヲτ~?

42pl 

B 

---uv 

10-

，
健
康
で
'λ
隼
"
隼

胆い
れ
症
の
聞
い
れ
は
太
さ
く
分
け

る
と
ビ
リ
ル
ピ
ン
系
有

(以
下
ピ

系
行
と
略
)
と
コ
レ
え
テ
リ
J

系
布

{以
下
コ

g
r引
と
時
}
カ
均
で
き
て

い
ま
ヲ
.
指
が
同
町
胆
訂
作
祉
は
抗
己
辺

五Mm
に
哨
加
し
て
お
り
、
以
前
は
ピ

系
石
が
多
か
っ
た
の
に
反

L

コ
系

石
が
内
し
く

m加
し
て
い
ま
す
.

.

そ
円
附
山
は
川
食
生
活
の
附
凶
風

、
化
山
市
ル
令
状
態
が
良
〈
主
っ
て
胆

道
正
事
が
d

せ
た
慌
に
よ
る
'
U
向

て
ま
た
ピ
系
有
円
減
少
に
は
凶

忠
盛
山

mv"の
符
し
い
減
少
が
関
係
し

て
い
ま
す
.
そ
れ
と
胆
行
症
の
附

加
に
は
平
均
絡
命
が
延
び
た
‘
一
と

診
断
校
術
的
向
上
(
M
G

昔
渡
伎
作
に

よ
り

胆

円
ヲ
内
抱
百
は
前
世
5

m
以
J
だ
と
曲
部
が
診
断
可
能
)
が

大
き
く
彬
曹
し
て
い
ま
す

E

胆
行
使
発
生
に
は
除
欽
暴
食
府

間
食
ヤ
身
の
過
弄
が
ひ
き
が
ー一NIb
-

a
F
・る
円
で
、
よ
札
ら
王
停
え
る
ヰ
ヲ

に
し
た
ト々
が
h
N
い
と
一
担
わ
れ
ま
す
.

胆
行
山
憶
は
激
し
い
む
上
別
術

吐
司
が
主
な
症
状

で

胆

伺
ヲ
炎
が

加
わ
る
と
尭
M
m
が
み
り
れ
貨
位
を
認

め
る
w舶
が
あ
リ
孝
幸
。

胆
石
症
の
診
断
が
つ
い
た
ら
内

H
的
に
は
胆
行
市
解
僚
法
が
身
え
句

れ
ま
す
が
使
則
条
件
が
縦
し
〈2'Z3P4恥 4・

a‘ .. ;;: ... ‘・・E 一一 ・.
4・
d 

② 

担ぐ令副司社v

組
応
症
例
が
限
定
さ
れ
事
干
の
で

ぶ
し
い
}
』
と
は
柑
恥
で
お
n
q
b
に
な

れ
ば
H
N
い
カ
と
思
い
ま
す
.

外
科
的
に
は
和
石
信
思
者
会
調

べ
て
み
ま
す
と
そ
の
却

1
印
%
に

胆
哨
発
作
が
み
り
れ
.
自
%
に
内
在

胆
町
ヲ
炎
胆
石
か
ん
と
ん
生
ど

車
篤
化
す
る
と
の
報
告
が
あ
リ
胆

石
位
は
胆
町
、
，
癌
亭
瓦
V

併
す
る
聞
が

あ
リ
ム王
ら
胆
石
が
存
。
す
る
と

続
町
発
克
が
同
躯
な
与
が
あ
る
の
で

胆
石
が
あ
る
と
附
験
的
に
予
街
や
す

す
め
て
い
草
す
ま
た
悶
舶
伺
胆

石
血

h
で
は
ピ
系
有
が
多
〈
、
胞
の

ヲ
以
外
的
胆
官
鞘
行
が
半
世
に
み
均

れ
駅
直
以
外

(
L

勘

腎

}
何

人
品
盆

ι長
〈

一
般
に
体
何
反
応

が
鈍
〈
症
状
が
忠
連
に
進
み
況
篤

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
午

例制手
術
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
.
で
き
る
だ
け
年
〈

4

愛
吟
さ
れ
る

4
ヲ
お
す
す
め
し
ま
す
.

市
立
病
院

副

院

民

P町，与、

Jz g-

ひ
と
り
暮
し
の
お
年
寄
り
に
・
食

ψ
荊
肘
し
て
、
朝
8
時
頃
か
ら
同
時

.、
-
h
h
u
事
サ
ー
ビ
ス
を
と
昼
食
を
作
り
舶
の
却
分
位
ま
で
昼
食
会
つ
〈
り
ま
す
・

宮司

て
4
年
、
現
在
会
員

H
人
。

型
夜
で
は
、
場
所
が
狭
〈
会
り
仰
と

や

響

ワ

ひ
と
り
暮
し
の
お
年
害
り
が
日
か
や
り
く
り
を
し
て
作
輩
を
し
て
い

で

ガ

パ

。一
頃
探
っ
て
お
ら
れ
る
宜
取
に
つ
い
で
ま
す
が
、
臨
し
そ
ヲ
な
お
年
寄
り
町

発

声

ン

曹

り

コ

お
話
し
を
伺
フ
と
、
大
聖
間
単
寺
内
顔
が
浮
か
ぶ
と
、
疲
れ

b
吹
き
飛
び

ー

の

鳴

で

ん

民
容
で
し
た
の
で
、
阿
と
か
し
て
あ
げ
ま
す
・

ヨ

司

庁

車

。
ん

さ

抽
た
い
と
思
い
た
勺
た
の
で
す
・

高
肘
化
社
ゐu
.

ひ
と
り
暮
し
の
わ必

、

ト

日

村

川

軒

叫

蛤

め

告

は
ニ
ん

tめ
で

良

い

需

品

附
え
て
い
ま
す
・
こ
こ
ど

門

つ

毎

家

ぱ

一ゅ

の
か
し
ら
っ
と
不
安
な
面
が
あ
り
ま
け
で
な
〈
市
内
的
地
区
内
情
さ
ん
の

い川

抗

争出
脚

内

@

曲
し
た
が
、

眼
健
扇
町
護
士
さ
ん
肉

お
力
で
、
よ
り
?
の
人
々
に
味
わ

曲

一

れ

た

な

気

口

品
ご
指
導
も
あ
り
だ
ん
だ
ん
と
自
信
が

っ
て
い
た
子
、
事
が
出
来
な
い
も
の

舷

ヲ

ら

子

世

元

て

品

つ
い
て
き
ま
し
た
・
淋
し
い
毎
日
向

か
と
思

2
」
と
が
あ
り
ま
す
・
廿
事

b

ブ

配

一宗

一
、
わ

刷
袋
詰
に
、

Tで
も
潤
い
を
ー
と
願
を
し
た
あ
と
の
き
わ
や
か
さ
ほ
何
物

娘

一円

近

ヤ

に

暗
暗
記

拙

い
舎
が
ら
、
円

2凶
の
こ
の
臼
を
楽
に
も
か
え
ら
れ
ま
せ
ん
・
配
遣
に

常

置

チ

膿

珪

出
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
町
方
い
ら

車

ン

き

陸

あ

IF

-

-

臥

傾
祉
セ
ン
タ

3
階
に
あ
り
ま
す

し
ゃ

い
ま
せ
ん
か
・

祖

明
野
脅
少
年
ホ
l
ム
肉
料
痩
懇
量

問
い
合
わ
ぜ

@
1
3
5
1

明
叩
ぷ
従
事
宅
珂
命
感
温
蒋
怒
察
Z
・
:
白
星
器
産
捻
鎧
釘

E
F
F建
設
宗
主
Jf
o
H
A
F
t
-
-
器
-ua感
知
同
問
t
u
r
d

極
言
品
発
事
川
崎

a
g-H0・

い
つ
の
間
巳
か
治
っ
て
い
た

娘
の
病
気

あ
る
時
五
千
さ
ん
は
日
ご
ろ
か
均

叫
に
し
て
い

fM恨
の
チ

ノ
タ
往
が
‘

い
つ
円
聞
に
か
す
勺
か
り
治
っ
て
い

る
の
に
気
付
き
ま
し
た
可

「下
供
が
少
主
い
た
の
母
納
税
の
目

議
徳
槽
期
大
学
毅
漫

院
令
国
主
フ
ン
テ
イ
戸
活
動
車
問
セ
ン
ヲ

斯
a
R

陥
U
勝
敏

t 

一.

その@

(jfJ!lJJ~!btiìJニク<;;=&~
0958・26・5511

穂尿病

スポーツ障害 膝の痛ゐ
旺娠中絶後由連軍

戸トピ一位皮膚炎

宣睦拒否

子どもの吐きと下痢

刊月

月

分〈

水

木

童

土日

A
F
h
u
n
n
e叫

q
v宅
自
画
抱
倍
弱
棺
凡

s E 
11月14日比J..14時-169寺
西大村コミユヱティセンター
〈フィルム名〉

チピ六二死満塁 (児童創51分〉
砲のあEる軍Ii<.C軍庭署捜宵32舟〉

a a iIi 
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宥lf~ftlf
ご家族おそろいで

おでかけください
-1987 -

ふ一向司王展

大村盆栽会

10月31日(土)--11月3日(刈

j 午前9時30分~午後5時

号 市コミュニティセンター

?大村盆栽趣味の会

T 竹月7日(士)""8日旧)

午前9時30分~午後5時

栽盆

民

美

術

A
3
瓦

大村謡曲愛好会

11月15日(日)福祉センター

午前9時30分~午後4時

大曲議
日

舞

の

藤》コ
間
流
五

t ぃ
ど

竹
月

8
同
価

午
後
刊
は
時
初
分

1
5
時

市
民
会
館

展 〆

大
村
市
美
術
協
会

旬
月
例
日
出
j
竹
月

3
日
開

午
前

9
時
犯
分

l
午
後

5
時

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

市

民

華

道
大
村
市
華
道

竹
月
ア
自
由

1
8
日
目

大 会
大村市吟道連合会

11月22日旧)

午前10時~午後4時
市コミュ二ティセンター

歌と踊りの祭典

大村市民踊連合会

大村民謡クラブ

竹月28日(土)

午後6時~9時30分

道吟

12 

文

芸

大

会

市民会館

大
村
市
文
芸
協
会

竹
月
お
日
(
月
・
祝
日
)
午
前

9
時
j
午
後

6
時

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〈
作
ロ
∞
を
募
集
〉

①
俳
句
の
部

・
開
始
時
刻
午
前
日
時

・
募
集
句

3
句
、
当
季
雑
詠
(
未

発
表
作
に
限
る
)

・
締
め
切
り
口
月
1
日
間
必
着

・
投
句
先

(干
鰯
玖
島
2
丁
目
的
m
l

4

川
崎
紀
穂
)

・
当
日
句
2
句
(
大
村
公
園
付
近

写
生
句
)
正
午
締
め
切
り

・
会
費

1
0
0
0
円

(
当
日
句
の
み
の
人
は
5
0
0
円
)

②
川
柳
の
部

--開
始
時
刻

ュ
l
リ
ー
ダ
ー
、
血
圧
、
み
や

げ
、
祝
福
各
2
句

・
会
費

1
0
0
0
円

③
短
歌
の
部

・
開
始
時

刻

正

午

・
詠
草

1
首
、
自
作
未
発
表
作
品
川

(
当
日
ま
で
発
表
し
な
い

こ
と
)
ぬ

・
会
費

1

0
0
0
円

川

(
詠
草
に
同
封
)

川

・
投
稿
先
(
平
lm東
本
町
3
4
2
1
1

2
、
島
崎
重
八
)

川

・
締
め
切

り

口

月
7
日
出
必
着

比

午
前
日
時

一色忌
nv§
nvn
v
§
8
8
8
e
§
§
8
e
n
v
B
e
n
V崎町

一
広
情
報
・
話
題
を
お
寄
ぜ
く

.Z)い
y

w

地
の
ス
ポ
ー
ツ
・
催
し
物

・
イ
ベ
ン
ト
、
あ
な
だ
の
開

な
話
題
な
ど
、
何
で
も
結
講
で
す
。
(
営
利
を
巴
的
中

芝
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
)

押

せ
ら
れ
だ
情
報

・
話
題
は
、
各
社
の
新
聞
、

テ
レ
ビ
、

澗Y

オ
(
N
B
C
ラ
ジ
オ
で
¥
岳
週
金
曜
日
、
午
後
ペ
ー時
蹴
ー

よ
り
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
お
お
む
ら
ガ
イ
ド
」

相

送
中
〉
な
ど
、
よ
り
充
実
し
だ
情
報
活
動
巳
役
立
て

my

と
思
い
ま
す
。

m-

お
寄
せ
い
疋
だ
い
だ
情
報
で
も
、
採
用
さ
れ
な
い
こ

P

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
、ガ、

そ
の
節
は
ご
了
承
く

時

だ
さ
い。

(広

爽

議

課
)
間
「

一
号
告
会
叫
舎
脅
角
喝
容
母

sau舎
告
告
角
喝
容

n喝
容

aunも
骨
折
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。⑦θ
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健
康
教
育
講
演
会
①

期

日

日

月
ロ
日
嗣

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

講
演
会

時
間

午
後
1
時
ぬ
分
よ
り

潰
題
「
歯
の
健
康
に
つ
い
て
」

j
歯
槽
膿
漏
の
予
防
1

講
師

祐
田
歯
科
医
院
・
祐
田
彰
先
生

健
康
相
談

歯
料
衛
生
士
及
び
市
保
健
婦

ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導
お
よ
び
血
圧

測
定

健
康
教
育
講
演
会
②

期

日

日

月
凶
日
制

場

所

コ

ミ
セ
ン
第
三
講
座
室

講
演
会

時
間

午
後
1
時
ぬ
分
よ
り

演
題

「
成
人
病
の
は
な
し
一
す
こ

や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

講
師

川
本
内
科
医
院

川
本
幹
夫
先
生

健
康
相
談

(
市
保
健
婦
)

時
間

午
後
3
時
よ
り

長
崎
県
ふ
る
さ
と

農
業
ま
つ
り

場期
所日

日
月
比
日
出
l
U
月
日
日
目

旧
長
崎
市
立
商
業
高
校
跡
地

(
長
崎
油
木
町
7
1
日
)

内
容

O
県
下
各
地
域
ご
と
の
特
産

物
展
及
び
即
売
O
ふ
る
さ
と
直
送
便

コ
ー
ナ
ー

o
ふ
る
さ
と
の
味
茶
屋

O
農
業
先
端
技
術
展
O
ミ
ニ
牧
場
・

演
奏
会
な
ど
ふ
れ
あ
い
広
場

青
年
海
外
協
力
隊

秋
募
集
説
明
会

日
時
・
会
場
日
月
日
日
附
午
後
6

時
初
分
j
9時

長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
4
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
室

長
崎
市
茂
里
町
3
1
M

E
長
崎
⑬
8
6
0
0

日
月
ロ
日
嗣

午
後
6
時
ぬ
分
1

9
時
佐
世
保
市
中
央
公
民
館
2

階
研
修
室

佐
世
保
市
高
砂
町
5
1
幻

宮
佐
世
保
⑫

1
1
8
2

資
格

満
却
1
お
才
ま
で
の
日
本
の

青
年
男
女

派
遣
地
域

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

中
近
東
、
中
南
米
、
中
園
、
南
太

平
洋
地
域
等
(
担
か
国
)

派
遣
部
門

農
林
水
産
、
加
工
、
保

守
操
作
、
土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

主
催

国
際
協
力
事
業
団
九
州
支
部

問
い
合
わ
せ

国
際
協
力
事
業
団
九

州
支
部
(
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

前
2
j
9
1
お
商
工
会
議
所
ビ
ル

内
包
仰
|
組

1
3
3
8
0
)

園
高
祭
(
農
業
文
化
祭
)

日
程

第
一
日
目
日
月
幻
日
出

校
舎
午
前
日
時
1
午
後
4
時

第
二
日
目
日
月
幻
日
目

校
舎
午
前
9
時
日
分
1
午
後
2
時

内
容

①
学
科
展
及
び
農
産
物
展
示

室
子
校
生
産
物
及
び
実
習
作
品
即

売
③
催
し
物
(
バ
ザ
ー
な
ど
)

大
村
園
芸
高
等
学
校

糖
尿
病
教
室
(
大
試
食
会
)

期
日

昭
和
白
年
日
月
凶
日

時
間

午
前
日
時
j
午
後
2
時

場
所
国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医

療
研
修
セ
ン
タ
ー

(宮

@
3
1
2
1
内
線
5
1
0
)

年
賀
は
が
き
を
発
売

昭
和
臼
年
度
周
年
賀
は
が
き
を
発

売
し
ま
す
。

発

売

日

日
月
5
日
同

種
類

長
崎
県
版
「
龍
踊
り
」

全
国
版
「
わ
か
松
」
「
梅
下
麗
人
」

大
村
郵
便
局

第
四
回
料
理
展
示
会

日

時

日

月
凶
日
附

午
前
日
時
i
午
後
6
時

場
所

大
村
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

2
階

展
示
場

内
容

和
食

・
洋
食
・
中
華
・
寿
司

・
和
洋
菓
子
展
示

主
催

大
村
市
調
理
士
技
術
研
究
会

後
援

大
村
保
健
所
、
大
村
市
ほ
か

韓
国
孤
児
の

山
の
里
親
に

な
り
ま
せ
ん
か

生
き
が
い
、
働
き
が
い
を
求
め
て

お
ら
れ
る
方
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
た
い
人
な
ど
、

一
人
で
も
多

く
の
人
の
参
/
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
当
日
こ
れ
な
い
人
に
は
、
資
料

を
送
り
ま
す
の
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日

時

日

月
3
日
(
火

・
祝
)

午
後
7
時
1
9
時

会
場

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講

演

「

お
母
さ
ん
の
パ
カ
」
韓
国

児
童
福
祉
施
設
『
共
生
園
』

理

事

長

手

基

氏

内
容

「
心
の
里
親
(
家
族
)
」
の

あ
ら
ま
し

「心
の
里
親
」
の
体
験
談

問
い
合
わ
せ
小
路
口
本
町
4
7
4

1
2
1
A
 

(宮

@
8
1
6
3

宮
路
清
正
)

松
原
お
く
ん
ち

期

日

日

月
比
日
出
1
日
日
間

内
容
水
前
寺
清
子
歌
謡
シ
ョ
1

・

漁
船
パ
レ
ー
ド

・
相
撲
大
会
(
九

州
各
県
対
抗
)
・
婦
人
会
道
踊
り

・
仲
良
し
太
鼓
曜
子
(
園
児
)

青
年
団
演
芸
大
会
・
夜
屈
な
ど

自
衛
隊
記
念
行
事

大
村

・
竹
松

・
村
空
三
部
隊
合
同

で
行
い
ま
す
。

日

時

日

月
幻
日
目
午
前
9
時
j
午

後
2
時
(
小
雨
決
行
)

場
所

大
村
駐
屯
地
営
庭

催
物

記
念
式
典

・
模
擬
戦

・
装
備

品
展
示

・
資
料
館
見
学
・
音
楽
ド

リ
ル
演
奏
・
ホ
ー
ク
太
鼓

※
当
日
は
、
大
村
駐
屯
地
を

一
般
開

放
い
た
し
ま
す
。

竹
月
は却ス一

aamu日

ω

諮
問
弱
国

p
j
よ
い
ガ
ス
よ
い
器
具

り

よ
い
暮
し
i

.
ガ
ス
を
正
し
く
使
っ
て
事
故
の
発

生
を
紡
止
し
ま
し
ょ
う

。
点
火
、
消
火
を
必
ず
確
認
し
て
あ

り
ま
す
か

O
ゴ
ム
管
は
正
し
く
接
続
し
て
あ
り

ま
す
か

。
未
使
用
の
ガ
ス
栓
に
は
ゴ
ム
キ
ヤ

ッ
ブ
を

O
給
排
気
口
は
あ
り
ま
す
か
、

役
立

ふ

っ
て
い
ま
す
か

O
ガ
ス
機
器
を
使
用
す
る
時
は
給
排

気
を
お
忘
れ
な
く

※
都
市
ガ
ス
に
関
す
る
お
た
ず
ね
は
、

九
州
ガ
ス
(
宮
@
3
3
2
0
)

へ

-13 ※市立病院看護・准看護婦(臨時)募集中 (申し込み・問い合わせ ft@2161総務看護婦長室または庶務係)
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θ
e
cθ 

読
書
感
想
文

読
書
週
間
に
ち
な
み
読
書
感
想
文

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

一
般
成
人
(
市
内
在
住

者
、
学
生
は
の
ぞ
く
)

テ
!
?
題
名
は
自
由
(
読
書
感
想
、

読
書
生
活
、
そ
の
他
読
書
に
関
す

る
も
の
)

原
稿
枚
数

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙

5
枚
程
度

応
募
方
法

①
作
品
は
1
人
1
点、

⑦
作
品
の
前
に
題
名
と
住
所
、
氏

名
(
読
書
感
想
は
文
の
終
り
に
書

名
、
著
者
名
、
ま
た
は
編
者
名
)

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
③
応
募

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん。

※
応
募
作
品
は
「
読
書
感
想
文
集
」

に
登
載
し
て
、
そ
の
文
集
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
締
切
日
月
お
日
制

送
り
先

市
立
図
書
館
(
東
本
町
4

8
1
E
@
2
4
5
7
)
 

緑
の
オ
ー
ナ
ー

(
国
有
林
の
分
収
育
林
)

こ
の
制
度
は
、
個
人
で
も
団
体
で

も
応
募
で
き
る
も
の
で
一

口
印
万
円

を
出
資
し
て
、
育
成
途
上
の
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
を
固
と
共
同

で
育
て
、
約
初
年
後
に
立
木
を
販
売

し
、
そ
の
収
益
を
分
収
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
そ
の
間
の
手
入
れ
や
管

理
な
ど
は
国
が
行
う
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

対
象瑞

穂
町
木
場
名

ヒ
ノ
キ
‘
お
年
生

契
約
期
間
お
年

募
集
口
数

4
口

大
瀬
戸
町
久
良
木
郷

ヒ
ノ

キ

お

年
生

契
約
期
間

幻

年

募
集
口
数
日
口

千
々
石
町
小
倉
名

ヒ

ノ

キ

お

年

生

契
約
期
間
ロ
年

募
集
口
数
初
日

現
地
案
内

ご
希
望
の
日
に
案
内
し
ま
す
。

申
込
期
限
日
月
日
日
制
(
募
集
口

数
に
満
た
な
い
場
合
は
ロ
月
日
日

ま
で
延
期
し
ま
す
。)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
営
林
署
(
干
制
長
崎
市
上
町

5
1
8

合
長
崎
②
4
1
2
1
)

川
内
職
業
訓
練

短
期
大
学
校

(
推
薦
入
学
制
学
生
)

定
員

機
械
シ
ス
テ
ム
系
、
電
子

・

情
報
シ
ス
テ
ム
系
、
建
設
シ
ス
テ

ム
系
:
・
:
:
:
若
干
名

資
格

①
昭
和
臼
年
3
月
高
等
学
校

を
卒
業
見
込
み
の
有
②
高
等
学

校
の
学
業
成
績
が
優
秀
で
、
本
校

に
お
い
て
も
優
秀
な
成
績
を
修
め

得
る
と
と
も
に
健
康
で
あ
り
、
学

校
長
が
責
任
を
も
っ
て
推
薦
で
き

る
者

願
書
受
付
日
月
4
日
制
1
日
日
附

必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
内
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

(干
飾
的
出
鹿
児
島
県
川
内
市
高

城
町
2
5
2
6
宮

0
9
9
6
・

2
2
・
2
1
2
1
)

国
際
居
住
年
記
念

木
造
住
宅
コ
ン
ク
ー
ル

国
際
居
住
年
は
、
世
界
各
国
の
住

ま
い
や
生
活
環
境
の
問
題
に
対
す
る

関
心
を
高
め
、
そ
の
解
決
に
向
け
て

の
努
力
や
国
際
協
力
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

内
容

「
木
の
良
さ
を
活
か
し
た
長

崎
の
住
宅
」
と
題
し
て
、
最
近
建

設
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
コ
ン
ク
|

ル
を
行
い
ま
す
。

対
象

県
内
で
日

・
臼
年
に
つ
く
ら

れ
た
一
戸
建
の
木
造
住
宅
を
対
象

と
し
ま
す
。

用
途
・
揮
一
辺
・
工
法

一
戸
建
専
用
住

宅
、
木
造
、
在
来
工
法

規
模

延
床
面
積
2
0
0
平
方
メ

l

ト
ル
以
下

応
募
資
格

建
築
、
王
・
設
計
者
・
施

行
者

応
募
締
切

は
月
お
日
働

提
出
図
書

①
応
募
申
込
書
②
配
置

図
③
各
階
平
面
図
④
住
宅
内
外
の

写
真

表
彰

賞
金
お
よ
び
賞
状
を
贈
呈

※
詳
し
く
は
、
長
崎
県
国
際
居
住

年
推
進
協
議
会
事
務
局
(
長
崎

県
土
木
部
住
宅
課
内
包
長
崎
⑫

5
1
7
8
)

へ

大
村
走
ろ
う
会

練
習
日

毎
週
日
曜
日

午
前
6
時

ぬ
分
よ
り

場
所

市
営
陸
上
競
技
場

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

野
瀬
千
足
(
松
並
2
丁
目
岱
③
5

6
3
9
)
 

看護部長室)14 -

コ
ー
ロ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

大
村
(
女
声
合
唱
)

合⑫ 31 2 1 

練
習
日

毎
週
木
曜
日

初
分
よ
り

場

所

市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

立
目
点
主
至

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
/

連
絡
先
蓮
本
ま
ゆ
み
岱
@

0
1
2
0

午
後
7
時

※国立長崎中央病院看護婦(臨時)募集中 (申し込み ・問い合わせ

男子
女子

応募資悟・年令17歳以よ23歳未満 (昭和40年オ月18日~昭和46

年 1月17日生まれ〉 ・身長165cm以下・体重55kg以下・視力裸眼

(メガネ¥コンタクトレンズ使用不可〉両眼とも1.0以上 (色盲

不可〉 ・応募締切12月26日(土)

申し込み・問い合わせ社団法人長崎県モーターボ ト競走会

(大村市I久島オ丁目15番地1n(@61 9 4) 

モーターボート選子募集中
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種
目
男
子
・
女
子
ダ
ブ

ル
ス

参
加
料

1
チ
ー
ム

2
0
0
0
円

申
込
期
限
日
月
日
日
幽

申
し
込
み
(
宮
@
9
4
2
1
小
宮
)

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

海
抜

o
mか
ら
の
登
山
で
す
。

日
時
日
月
日
日
目

午

前

7
時
発

集

合

午

前

6
時
ぬ
分
市
役
所
前

コ
ー
ス
市
役
所
j
大
多
武
j
南
川

内
1
玉
ヶ
原
岳
j
黒
木

※
途
中
下
山
も
で
き
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の
雨
具
・
昼
食
・

保
険
料

(
1
0
0
円
)
・
帰
り
の

パ
ス
代

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
山

岳
会
(
宮
@
2
7
3
6
今
里
)

体
育
課

秋
季
テ
ニ
ス
大
会

一口一知
少
年
剣
道
大
会

期
日
日
月
却
日
制

場
所
市
民
体
育
館

種
目
団
体
戦
・
個
人
戦
・
紅
白
戦

申
込
期
限
日
月
口
日

ω

※
申
込
み
用
紙
は
、
各
道
場
へ
送

付
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

日
時
日
月
お
日
制
午
前
9
時
l

※
雨
天
の
と
き
は
却
日
間

場

所

市

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

(
高
校
生
も
可
)

面 白也事
既存空屋の入居者

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

植 松 5 6・4.5 5，100 

1 竹 柱と 4 6.3・4.5 6，600 

ク、 原、 13 6・4.5・3(板) 7，400 

池 回 1 6・6・5(板) 13，000 

種 久原第 2 3 6・6・5(板) 21，700 

東諏訪 1 6・4.5・6 21，800 

坂 口 1 6・4.5 3，900 
2 

旭 1 6・4.5 5，200 

竹 松 1 6・4.5 5，400 
種

石ιょJ 舟 1 6・4.5 2，500 

受け付け 11月5日ば-12日同

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
杯

スロ
i
ピ
ッ
チ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期
日
日
月
辺
日
岡

場

所

市

営
球
場
ほ
か

参
加
資
格
一
般
(
高
校
生
は
除
く
)

参
加
料

1
チ
i
ム
4
0
0
0
円

申
込
期
限
日
月
日
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(
宮

@
4
1
7
8

片
岡
)

サン・コーポラス(寿古)λ居者
家賃月額27，300円、共益費2，300円

規模 3棟80戸 (3DK) 

入居できる人 ①勤労者で雇用保険の被保険

者②家賃の支払能力がある人③本人を含めた

同居家族が2人以上(婚約中も可)④確実な

連帯保証人がある人(事業主で可)

申し込み・問い合わせ

大村公共職業安定所(宮⑫2101)

…
一
時
計
あ
り
が
と
、
フ
ご
ざ
い
ま
し
た

【
香
典
返
し
】

市
立
病
院
へ

マ
道
添
武
敏
(
竹
松
本
町
)

叩
万
円

福
祉
基
金
へ

マ
渋
川
ツ
ル
(
久
原
2
丁
目
)
5
万
円

マ
川
内
エ
ン
子
(
東
本
町
)

2
万
円

マ
毛
利
光
江
(
松
原
1
丁
目
)
叩
万
円

マ
松
内
理
一
(
黒
丸
町
)
凶
万
円

マ
牟
田
ミ
ヨ
(
皆
同
町
)
時
万
円

マ
池
田
千
佳
子
(
宮
小
路
1
丁
目
)

5
万
円

マ
木
村
義
治
(
前
橋
市
)
1
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
山
本
カ
ツ
ノ
(
水
田
町
)
凶
万
円

マ
田
中
武
則
(
中
岳
町
)

5
万
円

マ
飯
笹
純
男
(
桜
馬
場
1
丁
目
)

5

万
円

マ
牛
島
サ
ツ
ヨ
(
諏
訪
1
了
目
)
日

万
円

ご
般
寄
付
】
敬
称
略

図
書
館
、
小
・
中
学
校
ヘ

マ
長
崎
県
入
社
宮
浦
一
郎

「
花
の
少
年
鼓
手
」
印
冊

市
総
務
部
へ

マ
近
代
企
業
研
究
会
I
ワ
ー
プ

ロ
1
台

来
の
里
へ

マ
大
川
田
老
人
会
、
向
陽
高
校
、
園

芸
高
校

1
奉
仕

マ
大
村
一市
高
齢
者
大
学
院
生

1
慰
問

マ
花
満
l
花
束

慈
恵
荘
ヘ

マ
林
忠
篤
(
西
大
村
本
町
)
凶
万
円

敬
称
略

マ
岩
永
光
男
(
本
町
)
菓
子

マ
諏
訪
老
人
ク
ラ
ブ
(
七
夕
会
)

1
タ
オ
ル
ほ
か

マ
為
、
氷
造
花
底
(
片
町
)
精
霊
船

マ
宿
善
会
館

l
灯
篭

マ
岩
崎
電
気
底

i
テ
レ
ビ

マ
大
村
高
校
J
R
C
ク
ラ
ブ

i
奉
仕

大
村
子
供
の
家
へ

マ
赤
水
、清
春
(
本
町
)
1
万
円

マ
藤
舞
会
(
水
主
町
)
舞
踊
指
導

マ
公
明
党
婦
人
党
員
(
サ
ン

・
グ
ル

ー
プ
)
ジ
ュ
ー
ス
ほ
か

マ
新
翠
必
人
会
l
ぞ
、
づ
き
ん

マ
永
田
和
則
(
池
田
1
丁
目
)
金
魚

マ
八
木
舘
(
本
町
)
映
画
招
待

光
と
緑
の
圏
向
陽
寮
ヘ

マ
天
理
教
婦
人
部

I
奉
仕

マ
大
村
高
校
{
墾
挺
科
ク
ラ
ブ

i
慰
問

マ
八
木
館
(
本
町
)
映
画
招
待

マ
大
村
パ

i
ル
レ

i
ン
l
ボ
ー
リ
ン

グ
招
待

大
村
。
ハ

l
ル
ハ
イ
ム
ヘ

マ
池
田
産
業
樹

I
石
粉

マ
伊
豆
丸
清
美
(
木
場
2
丁
目
)
砂
糖

大
村
さ
く
ら
福
祉
作
業
所
へ

マ
向
陽
町
町
内
会

1
卓
球
台

9 : 30~ 12 : 00) (毎月第 3木曜日、※ご協力ください/市役所定期巡回献血、 11月19日

大
お
わ
び
と
訂
正

日
月
号
の

〔
一
般
寄
付
〕
で
、
慈

恵
荘
へ
マ
古
賀
ス
ズ
(
諏
訪
1
丁
目
)

2
万
円
と
あ
る
の
は
5
万
円
の
誤
り

で
し
た
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

「「
U

可
『
ム



竹
月
は
市
県
民
税
〈

3
期
〉
圏
民
健
震
保
険
税
〈
5
期
)
の
納
期
で
す
。

62.11 市政だよりおあ、むら

13:00-16:00 中地区公民館妊婦教室日)
18日

(水)

当番医

(内)大薗内科医院 松並 1丁目 ft@ 5546 

(産)おび産婦人科医院本町 宮@ 1 1 0 3 

1 B 

(同

19日

(木)
福祉センター 13:30-15:30機能訓練根気の会

安産教室 市役所 在 30-11:00

③ 9:00-9 : 30⑮母子健康手帳、ズボン

一般健康相談 市役所 13:00 -16: 00 

⑪40歳以上 ⑮血圧測定ほか

2日

(月) 成人の健康相談 福祉センター 13: 00 -15 : 00 

⑪ ⑮… 2日(月)と同じ

20日

幽

当番医

(内・胃)藤井内科医院 東本町

(整)貞松整形外科病院東本町

22日

(日) 宮② 38 7 8 

ft@ 1161 

3 B 1当番医

(火・視)1 (内)南野クリニ ック 乾馬場町 宮@ 22 3 3 

(産)後藤産婦人科医院西大村本町 宮@ 6015 

成人の健康相談 福祉セ ンター

⑪⑮… 2日(月)と同じ

オ歳6か月児健康診査

③13: 00-13: 30 

⑪昭和61年4月生まれ(60年11月-61年3月生まれ

で、まだ受けていない人も受診して ください)

⑮母子健康手帳、問診票、お子きんの歯ブラシ

当番医

(内・小)与那城医院池田新町 宮@ 55 7 5 

(外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目ft@3070

23日
13:00-16:00 

13:30-15:30 福祉セ ンター

中地区公民館

機能訓練根気の会

妊婦教室(1) 
日
附
一日

出川

バ

也

氏

U

24日

(火)
乳幼児健康相談 三浦出張所 ⑧ 9:30-11 :00 13: 00 -15 : 00 6日

幽
25日

休)

市コミュニテ ィセンター

3歳児健康診査 市コミュ ニティセンター

③ 9:30-10:00、 13:00-13: 30 

⑪昭和59年5月生まれ(58年11月-59年4月生まれ

で、まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票

13:00-16: 00 

26日

休)

中地区公民館妊婦教室同)

当番医

(内・小)寺井医院玖島1丁目告@ 35 7 4 

(外・内)田崎医院古町 1丁目 宮@ 1234 

8日

{日}

③13: 00-13: 30 

T歳6か月児健康診査

市コミ ュニテ ィセンター

⑪⑮… 6日樹 と同じ

27日

倒10日

(火)

乳幼児健康相談 市コミ ュニティセンター

②13 :30-15: 00 ⑮離乳食教室

当番医

(内・外)渡辺医院松原1丁目 宮@ 8275

(皮・泌)黒木泌尿器科医院 西大村本町宮@ o211 

29日

担)

13: 00 -16: 00 中地区公民館妊婦教室(2)
11日

制

当番医
(内・小)長崎医院寿古町 宮@8615

(耳)山口耳鼻咽喉科医院東本町宮@ 27 0 6 

15日

(日)

略号の説明

⑪ …対象 ②・ー受け付け

⑮ -持ってくるもの ⑮ー内 容

当番医の診療時間 9 :00-18:00 

13: 30-15:00 成人の健康相談 竹松出張所

⑪⑮… 2日(月)と同じ

16日

(月)

② 9: 30-11 :00 

⑧13: 30-15: 00 

鈴田出張所

福重出張所

乳幼児健康相談17日

(刈

圃

冨

圏

圏

圏

落
葉
が
目
立
ち
、
い
よ
い
よ
冬
仕

度
。
私
が
子
供
の
頃
は
、
友
達
と
落

葉
を
利
用
し
て
、
焼
い
も
を
し
た
り
、

カ
ン
ケ
リ
な
ど
を
し
て
遊
ん
だ
記
憶

が
あ
る
。
今
は
そ
う
い
う
光
景
も
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
。
時
代
の
流
れ
だ

ろ
う
か
:
・。
何
か
淋
し
い
気
も
す
る
。

市民相談コーナー(広報公聴課〉ですべて無料で行っています。

お気軽にご相談くだ、さい。

人権相談 ( 5日 10: 00"'-'15 : 00) 
行 政相談 (12日 9: 30"'-'12 : 00) 
法律相談 (18日 10: 00"'-'15 : 00) 
交通事故相談 (24日 10: 00"'-'15 : 00) 
年金相談 (25日 10: 00"'-'15 : 00) 
不 動 産相談 (27日 13: 00"'-'16 : 00) 

※受け付けは午前8時30分より行っています。

竹
月
の
定
例
相
談
日

-16 (1 3 日 ~ 1 9 日フクスポ杯 ・ 26 日 ~ 1 2 月 1 日)※ 11月の大村ボート
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